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須田力教授の略歴と研究業績

Professor Tsutomu Suda’s Brief Personal Record and
 

Collection of Works

１．略歴

⑴ 略歴等

1943年（昭和18年）１月８日 中国長春（旧新京）で生まれる

1958年（昭和33年）４月１日 札幌市立旭丘高等学校入学

1961年（昭和36年）３月31日 北海道立旭川東高等学校卒業

1962年（昭和37年）４月１日 北海道大学入学

1966年（昭和41年）３月31日 北海道大学教育学部卒業

1966年（昭和41年）４月１日 北海道大学教育学部研究生

1966年（昭和41年）８月16日 北海道大学教育学部技術補佐員

1967年（昭和42年）２月16日 同上退職

1967年（昭和42年）４月１日 北海道美幌高等学校教諭

1973年（昭和48年）４月１日 北海道長沼高等学校教諭

1975年（昭和50年）６月16日 北海道大学教育学部講師

1981年（昭和56年）４月１日 北海道大学教育学部助教授

1995年（平成７年）８月１日 北海道大学教育学部教授

2000年（平成12年）４月１日 北海道大学大学院教育学研究科教授

2006年（平成18年）３月31日 同研究科定年退職

2006年（平成18年）４月１日 北海道大学名誉教授

⑵ 教育活動

全学教育課程では，体育学，一般教育演習を担当し，学部専門教育課程では，基礎演習，体

力科学，専門演習，健康体育学実験などの講義・演習・実験を担当し，大学院教育学研究科に

おいては，健康スポーツ科学基礎論，体力科学基礎論Ｂなどを担当した。

専門分野は，体力科学，発育発達で，とりわけ積雪・寒冷の北海道の風土と生活の中の身体活

動と体力の発達・保全を研究対象としてきた。

⑶ 学内・学外での活動

全学関係では，体育指導センター運営委員会委員，全学教育企画責任者，施設環境委員会・

施設計画専門委員会など，教育学研究科では，環境整備委員会，研究計画委員会委員，予算委

員会委員などを担当した。

課外活動は，北海道大学ラグビー部顧問のほか過去にアメリカンフットボール部顧問，植物

同好会顧問，武田流合気道部顧問も勤めた。
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学外関係では，北海道体育学会事務局を25年担当，北海道体育協会スポーツ科学委員会委員，

副委員長，北海道ラグビーフットボール協会大学委員会委員を担当した。

２．研究業績

⑴ 著書

１．雪を考える会編著（1992）雪と遊ぶ本― 家族で楽しむ雪中キャンプ，（分担執筆「雪の中

での遊びと健康」79-82，㈳雪センター，平成４年12月．

２．松崎俊久監修（1993）長寿の秘訣（分担執筆：第４章健康を保持する体力づくり，153-172）

財団法人北海道公立学校教職員互助会，平成５年６月．

３．北海道スポーツ医科学研究会編（1995）北海道のスポーツと健康（分担執筆，生活に根ざ

したトレーニング，74-78，階段上がりの効用208-209），北海道新聞出版局，平成７年４月．

４．秋田谷英次ほか雪を考える会著，国土庁地方振興局編（1995）遊雪事典（分担執筆，ウィ

ンタースポーツ，68-73，冬とからだのしくみ，96-106），国土庁地方振興局，平成７年２月．

５．須田力・森谷 ・中川功哉編著（1997）積雪寒冷地における高齢者の生活と運動．北海道

大学図書刊行会，平成９年２月．

６．須田力編著（1998）北方圏住民の生活とスポーツ，共同文化社，平成10年９月．

７．田口貞善，山地啓司編著（1998）若い時に知っておきたい運動・健康とからだの秘密（分

担執筆，第15章「現代の学生生活と健康な社会」p.248-261），近代科学社，平成10年10月．

８．石井清一編（1999）道内教職員の体格・基礎体力と日常活動量に関する調査・研究（分担

執筆，第２部道内教職員の日常活動量，p.23-43），財団法人北海道教職員厚生会，財団法人北

海道体育協会スポーツ科学委員会，平成12年３月．

９．雪国の視座編集委員会編（2001）『雪国の視座』（分担執筆，雪国とスポーツ，p.272-277）

毎日新聞社，平成13年７月．

10．Suda,T.,Asao,H.,Moriya,K.(Eds.)(2003)Physical activity,health promotion,and
 

regional development in Northeast Eurasia:Proceedings of the International Council on
 

Health, Physical Education and Sports in Northeast Eurasia 2002, Kyodo Bunkasha,

Sapporo,September 2003.

11．須田力編著（2006）雪国の住民の生活と身体活動．北海道大学出版会，平成18年２月．

⑵ 訳書

１．Schurch,P.著，福地保馬監訳，川初清典・須田力共訳（1991）スポーツ能力診断― 理論

と実際― ，オーム社，平成３年６月．

⑶ 論文

１．須田力・中川功哉（1984）積雪地における児童および青少年の身体活動と体力に関する研

究．北海道体育学研究，第19巻：29-39．

２．須田力・三宅章介・加藤満・佐々木敏・川初清典（1989）ショベル除雪作業における負荷

とテンポが生理的応答におよぼす影響について．北海道体育学研究，第24巻：19-25．

３．須田力・三宅章介・加藤満・佐々木敏（1989）高齢者の除雪作業と体力．道北地域研究所
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年報，第７号，41-47．

４．須田力・川初清典・佐々木敏・角田和彦・三宅章介・晴山紫恵子（1990）クロスカントリー

スキー初心者のダイアゴナル走法における滑走特性と生理的応答．北海道体育学研究，第25

巻：7-18．

５．須田力（1993）ポケットコンピューターの体育学習への応用．北海道体育学研究，28：

59-67．

６．佐々木敏・須田力・武田秀勝・角田和彦・内田英二・上村浩信（1995）クロスカントリー

スキー選手の代謝能力．北海道体育学研究，30：15-24．

７．須田力・中川功哉・秋田谷英次・原文宏（1995）積雪路面の歩行・ランニングの運動強度．

北海道の雪氷，18-23．

８．原文宏・秋田谷英次・須田力（1995）雪氷の教育への利用の現状について．寒冷技術シン

ポジウム’95論文集，537-540．

９．須田力・秋田谷英次・片桐千 ・田中英治・原文宏（1995）雪中キャンプ時の生理的応答．

寒地技術シンポジウム’95論文集．19-25．

10．浦上大輔・須田力・中川功哉他（1997）積雪地の高校生・高専生の生活と身体活動― 積

雪期と非積雪期における生活と身体活動の比較― 発育発達研究，第25号，20-28．

11．浦上大輔・須田力・中川功哉他（1998）積雪地の高校生・高専生の身体活動水準．北海道

大学教育学部紀要．第75号：33-44．

12．須田力・宮島成江・浦上大輔（1998）積雪地における小都市勤労者の身体活動 北海道大

学教育学部紀要．75号：17-32．

13．須田力・石川高行・浅尾秀樹・三宅章介・布上恭子，Pasyukov,P.N.,Shidlovskaya,T.

N., Shidlovsky, G.Y.（1998）積雪地における住民のライフスタイルと身体活動― 北海道

およびサハリンにおける中高年女性の身体活動水準について― ．第５回寒地技術に関する

国際シンポジウム ISCORD’97論文要旨集（和文），㈳北海道開発技術センター，1998年６月，

185-187．

14．Suda T., Uragami D., Nakagawa K. Differences in Intensities of Jogging between
 

Non-snowfall and Snowfall Seasons.Casagrande G.& Viviani F.(Eds),Physical activity
 

and Health:Physiological, Epidemiological and Behavioral Aspects. Padua, Unipress,

1998,pp.197-204.

15．須田力・石川高行・浅尾秀樹・三宅章介・布上恭子・パスユーコフ，P. N.・シドロフスカ

ヤ，T.N.・シドロフスキー，G.Y.（1998）北海道とサハリンにおける中高年女性の身体活動

水準 発育発達研究 第26号：53-58．

16．シドロフスキー，G.Y.・シドロフスカヤ，T.N.・須田力・石川高行・所 伸一，サハリン

州住民の健康，体育，スポーツ．生涯学習研究年報，第６号：13-32，1999年３月．

17．浅尾秀樹・須田力・石川高行・Shidlovsky,G.Y.,Shidlovskaya,T.N.（1999）サハリン

（ロシア）の高齢女性の身体活動について 北海道女子大学短期大学部紀要 第36号：

131-137．

18．須田力：積雪期と無雪期の新聞配達の運動強度，発育発達研究，No.28：1-5，2000．

19．須田力・浅尾秀樹・菅原誠・鄭漢忠・布上恭子：積雪地における高齢者のライフスタイル・

体力及び口腔の健康に関する研究，高齢者問題研究，No.16：163-170，2000．
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20．浅尾秀樹・須田力：ユジノ・サハリンスクの在宅高齢者の体力とADL，北方圏生活福祉研

究所年報，第６巻：103-108．

21．増山尚美・白佐俊憲・浅尾秀樹・今野洋子・須田力・董勤廣・盛俊林・劉燕顚・黄麗敏・

王大為（2000）中国黒龍江省と北海道における大学生の健康づくりのための運動実践に関す

る調査報告．北海道女子短期大学部研究紀要，第38号：81-96．

22．浅尾秀樹・白佐俊憲・増山尚美・今野洋子・須田力・董勤廣・盛俊林・劉燕顚・黄麗敏・

王大為（2000）ハルピン（中国）の施設高齢者の体力と健康．北海道女子短期大学部研究紀

要，第38号：97-105．

23．須田力：積雪期と無雪期の新聞配達の運動強度，発育発達研究，No.28：1-5，2000．

24．須田力・浅尾秀樹・菅原誠・鄭漢忠・布上恭子：積雪地における高齢者のライフスタイル・

体力及び口腔の健康に関する研究，高齢者問題研究，No.16：163-170，2000．

25．浅尾秀樹・須田力（2000）ユジノ・サハリンスクの在宅高齢者の体力とADL，北方圏生活

福祉研究所年報，第６巻：103-108．

26．森田勲・山口明彦・須田力（2002）ショベル除雪と筋力・筋パワーについて．雪氷，64巻

６号：631-639．

27．須田力・浅尾秀樹・森田勲・福田公孝・楢戸健次郎・小路眞由美・五十公野修：積雪地に

おける高齢者の自立生活に必要な体力の保持について．高齢者問題研究，20：57-73，2004年

３月．

28．Suda,T.,Asao,H.,Morita,I.(2004)Differences in the Relationships Between Physical
 

Resources and Vital Functions of College Students and Elderly People Living Snowy
 

Region.Journal of Aging and Physical Activity.Vol.12,No.3:2004.

29．須田力・浅尾秀樹・森田勲・五十公野修・小路眞由美（2005）豪雪地における高齢者のプ

ロダクティビティと身体資質．北方圏生活福祉研究所年報，第11巻：61-76．

30．森田勲・須田力（2005）高齢者の人力除雪で発揮される体力要素．雪氷，67巻：233-243．

31．森田勲（2005）豪雪地の高齢者に対する生活機能向上のための筋力トレーニングの効果．北

海道大学大学院教育学研究科紀要第97号：27-39．

32．須田力・河口明人・森田勲（2005）豪雪地住民の冬季の身体活動．北海道大学大学院教育

学研究科紀要第97号：1-25．

33．森田勲・山口明彦・吉成哲・林昌宏・須田力（2006）青少年男子のショベル除雪時の呼吸

循環応答および作業成績．雪氷，68巻，１号：3-13．

34．Morita,I.,Yamaguchi,A.,Suda,T.(2006)Differences in cardio-respiratory responses
 

to snow shoveling and shovel performance between elderly males and females. Bulletin
 

of Graciological Research,Vol.23:41-49.

35．森田勲・山口明彦・須田力（2006）豪雪地の女性高齢者における人力除雪作業の生理的応

答，日本雪工学会誌，Vol.22，No.2：293-103．

36．須田力・森田勲（2006）大学生の体力と社会的プロダクティビディ．北海道大学大学院教

育学研究科紀要第99号：1-18（印刷中）．

⑷ その他の刊行物

１．須田力（1986）運動と喫煙．体育科教育：72-75．
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２．加藤満・川初清典・須田力・室木洋一・中川功哉（1988）スキーの小回りパラレルターン

における前頸骨筋及び長指伸筋の特有な働きについて．第９回日本バイオメカニクス学会大

会論集，’88：132-137．

３．須田力（1994）大学体育で教える体力．体育の科学，44(12)：1023-1026．

４．須田力（1995）雪かき豆知識，道新ポケットブック，いつでもどこでも健康体操，p.22-23，

北海道新聞社，平成７年１月．

5．Suda,T.,Nakagawa,K.(1995)Physiological Characteristics of the Exercise Exerted for
 

Social Welfare. Proceedings FISU/CESU Conference. The 18 Universiade 1995
 

Fukuoka. Sport and Man:Creating a New Vision,The Organizing Committee for the
 

Universiade 1995,Fukuoka:270-271,1995.

6．SUDA,T.,Asao,H.,Ishikawa,T.,Pasyukov,P.N.,Shidlovsky,G.,Shidlovskaya,T.N.

(1997)Lifestyles and Physical Activities of the Inhabitants Living in Snowy Regions.

Physical activity levels of middle-age and elderly women in Hokkaido and Sakhalin.(Ed.

Zubeck,H. et al)Proceedings of The Fifth International Symposium of Cold Region
 

Development ’97,pp.253-256.

７．菅原誠・須田力・（1998）高齢者のスポーツ経験と健康・体力の保持に関する研究：石井清

一編㈶平成10年度 北海道体育協会スポーツ科学委員会報告書，18：1-11．

８．竹田憲司・須田力・成田寛司（1998）本道ランナーの冬季トレーニングに関する研究⑴：

石井清一編㈶平成10年度 北海道体育協会スポーツ科学委員会報告書．

９．浅尾秀樹・須田力（1998）サハリン交流の成果と展望，北方圏生活福祉研究所年報，4：23-27．

10．

-

11．須田力・竹田憲司・成田寛志（1998）本道ランナーの冬季トレーニングに関する研究⑵（石

井清一編 平成10年度スポーツ科学委員会研究報告，財団法人北海道体育協会），平成11年

３月．

12．菅原誠・須田力・中野和彦（1999）中高齢者の運動経験と健康・体力の保持に関する研究

⑵（石井清一編 平成10年度スポーツ科学委員会報告，財団法人北海道体育協会），平成11

年３月．

13．須田力（1999）冬の健康づくりと運動．Hoppoken，Vol.107，32-37，北方圏センター，平

成11年４月．

14．須田力（1999）北大生のライフスタイルと体育・スポーツ活動，平成11年８月．

15．須田力・所伸一編（2000），北方圏体育・スポーツ研究報告書，第１集 北海道・サハリン・

中国東北部の地域スポーツ，北大印刷，2000年３月．

16．須田力・菅原誠・青木喜満（2000）高齢者のスポーツ経験と健康・体力の保持に関する研

究― 身体活動度の異なる高齢者のライフスタイルと体力― ，㈶北海道体育協会スポーツ

科学委員会報告，第20巻，平成12年３月．

17．須田力・浅尾秀樹・森田勲編（2003）雪国の高齢者のパワーアップガイド．北方圏体育・

スポーツ研究会，北海道浅井学園大学発行，平成15年３月．

18．Hideki Asao, Dong Qin Guang (2004)PHYSICAL ACTIVITY LEVEL OF TRADI-
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TIONAL EXERCISE OF THE ELDERLY IN HARBIN (NORTHEAST OF CHINA)

(Eds.Suda,T.,Asao,H.,Moriya,K.:Physical activity,health promotion,and regional
 

development in Northeast Eurasia),32-34,Kyodo Bunkasha,Sapporo,2003.

19．Tsutomu Suda,Hideki Asao,Isao Morita,Shidlovsky,G.Y.,Shidlovskaya,T.N.and
 

Pasyukov,P.N.(2004)PHYSICAL ACTIVITY and PRODUCTIVITY OF THE ELDER-

LY IN HOKKAIDO (JAPAN)AND SAKHALIN (RUSSIA)(Eds. Suda,T.,Asao,H.,

Moriya,K.:Physical activity,health promotion,and regional development in Northeast
 

Eurasia),51-55,Kyodo Bunkasha,Sapporo,2003.

18．Tsutomu Suda,Hideki Asao and Isao Morita (2004)PHYSICAL FITNESS,ACTIV-

ITIES OF DAILY LIVING AND PRODUCTIVITY OF OLDER ADULTS LIVING IN
 

SNOWY REGIONS. (Eds. Suda, T., Asao, H., Moriya, K.:Physical activity, health
 

promotion,and regional development in Northeast Eurasia)56-61,Kyoudo Bunkasya,

Sapporo,2003.

19．Isao Morita,Akihiko Yamaguchi, Tsutomu Suda (2004)PHYSICAL FACTORS IN
 

FEMALES RELATED TO SNOW SHOVELING POWER (Eds. Suda, T., Asao, H.,

Moriya,K.:Physical activity,health promotion,and regional development in Northeast
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European College of Sport Science，日本体育学会，日本体力医学会，日本雪氷学会，日本生

理人類学会，日本運動生理学会，日本雪工学会，北海道体育学会

４．外部資金による研究（研究代表者のみ）

１．平成元年度科学研究費補助金・一般研究Cラングラウフスキーの実験的研究― 動作解析，

代謝およびトレーニング― 課題番号63580082．

２．平成４･５年度科学研究費補助金・一般研究C積雪地における高齢者の生活で発揮される体

力に関する研究，課題番号04680108．

３．平成６･７年度科学研究費補助金・一般研究C積雪地における冬季の歩行・ランニングの強

度と代謝特徴，課題番号06680078．

４．平成８～10年度科学研究費補助金（国際学術研究・大学間協力研究）北方圏地域における

住民のライフスタイルと身体活動，課題番号08045009．

５．平成13～15年度科学研究費補助金・基盤研究B⑵高齢者のプロダクティブ・エイジングで

発揮される身体資質に関する国際研究，課題番号13572035．

６．平成16・17年度科学研究費補助金・基盤研究B豪雪地住民の生活機能向上のための在宅ト

レーニングプランの開発と効果に関する研究．課題番号16300217．
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